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福井県１ＪＡ合併構想に対する
機関決定について

福井県１ＪＡ合併構想に参画せず

今般の福井県１ＪＡ合併構想

に対する意向調査につきまし

て、ご協力いただき厚く感謝申

し上げます。意向調査では皆様

から合併構想に対する大変貴重

なご意見を多数いただき、ま

た、４月２１日（日）開催の福

井県１ＪＡ合併構想に対する意

向調査 結果説明会においても建

設的なご意見を賜りました。

皆様からご回答いただいた意

向調査の集計結果並びに貴重なご意見を基に、４月２４日（水）

開催の第１１５回理事会並びに５月１０日（金）開催の臨時理

事会において、熟慮に熟慮を重ね慎重に審議した結果、今日

迄の当ＪＡ独自の取り組みが継続できないことなどから福井県

１ＪＡ合併構想には参画しないことが機関決定されました。

今回いただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後の事

業運営に反映していけるよう努力し、今迄以上に信頼・評価さ

れるＪＡを目指し、健全経営に努めてまいります。
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休日当番医 令和元年５月７日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
6月

今 立 中 央 病 院

池 端 病 院

中 村 病 院

林 病 院

中 村 病 院

・

・

・

・

・

斎 藤 医 院

平井眼科内科クリニック

越前外科内科医院

平 井 皮 ふ 科 医 院

吉 田 皮 膚 科 医 院

2日

9日

16日

23日

30日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,828人（正5,214人・准5,614人）
組合員戸数 10,127戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

123,080

22,425

404,007

2,855

597

ー 2020年度採用職員募集要項 ー
●応募資格
　上級：大学卒業後４年以内及び 2020 年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。
　中級：短大卒業後４年以内及び 2020 年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。

●採用試験の内容
　（１）筆記試験　（２）面接試験

●試験日時
　（１）筆記試験　2019 年６月１７日（月）（予定）
　（２）面接試験　2019 年７月１８日（木）（予定）

●会場
　越前たけふ農協会館（越前市本多２丁目１０－２２）

職員募集についての詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

職員募集のお知らせ
●申し込み方法
　電話・FAX・メール・書面等で、下記の内容をお知らせ
　ください。

　　氏名・帰省先住所・在学校名（卒業校名）
　　連絡先住所・電話番号・携帯電話番号

　履歴書（当ＪＡ様式）を送付いたします。

●受付期間
　2019 年５月１日（水）～６月７日（金）

●採用予定者数
　４名

ＴＥＬ：（0778）22－1111　FAX：（0778）21－2510
E-mail：kanri@etakefu.ja-fukui.or.jp

ＪＡ越前たけふ 総務部 企画管理課
担当：三田村・増田

定年を迎える前のご準備、

人により異なる「有利な選

択肢」等セカンドラ
イフの参考に役立
つ情報満載！でお届
け致します。

聞いて納得･知って得する情報を年金専門の社会保険労務士が分かりやすくご説明致
します。既に年金受給中の方も、定年はまだ先という方も、是非ご参加下さい。

※お申込み・お問合せは
　各支店まで

2019年
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

マイカーローン

《詳しいお問い合せはJA各支店まで》

6

１６年目以降（固定）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

年

当初５年間（固定）

最優遇金利基準金利

６年目以降（固定） 年

年 0.50%～1.00%
（固定）車の購入資金等に

月 の 金 利

※福井県農業信用基金協会の保証を付与

※ローンセンター廃止に伴い、土・日については上記内容にて各基幹支店にてローン相談会を開催します。

地 域 農 業 応 援 資 金
乾　燥　機
トラクター（7年以内）
コンバイン

農　　　舎（25年以内）

その他運転資金

※福井県農業信用基金協会の保証付保（年0.35％の保証料）が必要
となりますが、保証料はJAが負担します。（お客様の保証料は0
円となります。）

（条件・当初借入金額100万円以上、借入期間１年以上、25年以内
とします。）

■金利引き下げ条件
・５万円以上の給与振込…0.1％
・JAカード（NICOS一体型カード）利用…0.1％
・債務者、連帯債務者の父母、祖父母のうち当JAで年金受取…0.1％
・J倶楽部会員…0.1％
上記条件にて、最高0.2％の軽減をいたします。

金利には団体信用生命共済基本料が含まれております。
別途 ・３大疾病 ＋0.1％ ・９大疾病 ＋0.3％

※福井県農業信用基金協会の保証を付与

1.00%

1.40%年

年1.20%

年0.30%年0.50%

1.60%年

（固定）
0.50%

3年間は0.3％
利子補給がある

ため実質年利

0.2％

JA Calendar

編集後記 皆様はゴールデンウィークどのように過ごされましたか？ 
旅行に行ったり自宅でゆっくり、それとも農作業でしょうか。

これから気温もどんどん高くなっていくので、こまめに水分を取るなど熱中症対策も
十分にとり作業に取り組んでください。（谷口）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
28

4

11

18

25

2

29

5

12

19

26

3

26

2

9

16

23

30

27

3

10

17

24

1

30

6

13

20

27

4

31

7

14

21

28

5

1

8

15

22

29
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ローン相談会
（中央支店）

ローン相談会
（東部支店）

第117回理事会
㈱コープ武生取締
役会

ローン相談会
（中央・東部支店）

全員外務日

ローン相談会
（南条支店）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（平出・国高・南条）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（王子保・今庄）

「農・食・遊」ふれあい祭
JA年金受給感謝大会
ローン相談会
（南条支店）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（王子保・今庄）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（平出・国高・南条）

ローン相談会
（東部支店）

年金相談会（王子保支店）
ローン相談会
（東部・南条支店）
使用済農業用生産資材の回収

年金相談会
（東部支店）

全員外務日

元日

3

福井県１ＪＡ合併構想に対する
意向調査 集計結果

発送数 合　計

2019年４月15日 現在
（単位：人）

2019年２月25日 発送

回収率賛　成

正組合員 5,209

534

5,555

987

11,751

402

117

219

66

687

28.9%

27.5%

32.1%

31.6%

30.1%

934

292

415

130

1,479

67.0%

68.5%

60.9%

62.2%

64.8%

57

17

48

13

118

4.1%

4.0%

7.0%

6.2%

5.2%

26.7%

79.8%

12.3%

21.2%

19.4%

1,393

426

682

209

2,284

准組合員

女性部員

合　計

うち総代

反　対 無回答

正組合員
全　体

賛成
28.9％

反対
67.0％

無回答
4.1％

賛成
30.1％

反対
64.8％

無回答
5.2％

総　代

賛成
27.5％

反対
68.5％

無回答
4.0％

准組合員

賛成
32.1％

反対
60.9％

無回答
7.0％

女性部員

賛成
31.6％

反対
62.2％

無回答
6.2％
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雄

三
田
村
幸
一

佐
治

　卯
門

三
田
村

　庵

（
下
平
吹
町
）

神
門

　和
人

三
田
村
嘉
則

〈
北
新
庄
地
区
〉

（
北
町
）加

藤

　一
守

岩
尾

　
　忠

上
島

　
　昇

小
柳
茂
兵
衛

片
岡

　耕
治

小
柳

　
　茂

上
田

　甚
一

岩
尾

　信
治

八
木

　正
晴

福
岡

　広
一

佐
々
木

　寛

（
杉
崎
町
）

関
本

　健
一

宮
本

　武
夫

関
本
新
右
衛
門

（
真
柄
町
）

牧
田

　正
廣

長
谷
川
善
成

栗
田

　博
幸

辻

　
　照
雄

（
戸
谷
町
）

井
美

　公
一

清
水

　栄
一

清
水
奥
一
郎

清
水

　俊
之

佐
々
木
宏
之

（
長
尾
町
）

玉
村

　直
人

玉
村

　
　元

（
中
新
庄
町
）

市
川

　武
夫

夏
目

　正
樹

福
島

　幸
一

福
島

　信
行

北
野
喜
與
一

中
條

　健
一

田
地

　和
彦

夏
梅

　秀
典

（
三
ツ
屋
町
）

納
村

　
　正

尾
形

　秀
人

尾
形

　言
成

〈
北
日
野
地
区
〉

（
矢
放
町
）

佐
野
太
治
郎

谷
口

　一
雄

川
端

　茂
男

（
帆
山
町
）

田
中

　
　彰

山
内

　修
二

（
矢
船
町
）

川
﨑

　英
嗣

野
村

　勝
則

（
向
新
保
町
）

服
部
四
郎
右
エ
門

服
部

　常
雄

（
畑
町
）三

山

　修
治

山
口

　治
一

（
小
野
谷
町
）

杉
本

　輝
彦

　
　
　
　
　
　
今
　
庄
　
　
田
　
代
　
光
　
子

上
　
野
　
　
笛
　
吹
　
稔
　
雄

西
大
道
　
　
加
　
藤
　
文
　
代

清
　
水
　
　
丸
　
岡
　
里
　
美

鯖
　
波
　
　
的
　
矢
　
晃
　
子

今
　
庄
　
　
徳
　
永
　
洋
　
子

西
　
尾
　
　
山
本
　
清
左
衞
門

安
養
寺
　
　
吉
　
田
　
　
　
弘

　
畑
　
　
　
西
　
山
　
　
　
勇

　
糠
　
　
　
大
　
下
　
　
　
彰

　
糠
　
　
　
高
　
山
　
信
　
子

西
大
道
　
　
安
　
川
　
信
　
子

　
糠
　
　
　
神
　
田
　
活
　
子

蓑
　
脇
　
　
山
　
口
　
し
げ
子

選

　者

　
　野

　村

　絹

　枝

昭
和
の
子
数
百
人
を
見
送
り
し
お
寺
の
廃
園
八
重
桜
咲
く

店
頭
の
棚
に
び
っ
し
り
春
野
菜
の
ポ
ッ
ト
苗
並
び
春
本
番
に

ぐ
ぐ
ぐ
う
と
土
を
持
ち
上
げ
割
れ
目
よ
り
じ
ゃ
が
い
も
よ
う
や
く
芽
を
出
し
ぬ

新
じ
ゃ
が
と
新
た
ま
ね
ぎ
を
煮
込
み
つ
つ
入
学
し
た
て
の
子
の
帰
り
を
待
つ

体
力
も
気
力
も
落
ち
し
吾
な
れ
ど
春
の
種
ま
き
始
め
む
と
思
ふ

一
帯
を
ピ
ン
ク
に
染
め
る
山
桜
神
子
の
山
波
船
上
か
ら
も

高
峰
の
残
雪
白
く
青
空
に
吹
く
風
凪
る
初
夏
の
訪
れ

卵
抱
き
警
戒
続
け
る
こ
う
の
と
り
桜
は
散
り
て
若
葉
萌
え
け
り

と
き
お
り
に
霰
降
る
な
か
バ
ス
走
る
今
か
ら
花
見
に
向
ふ
と
言
ふ
の
に

ゆ
ら
ゆ
ら
と
潮
に
な
び
く
ワ
カ
メ
採
り
竹
の
子
木
の
芽
で
季
節
の
香
り

平
成
と
令
和
を
ま
た
ぎ
十
連
休
観
光
に
ぎ
合
う
人
々
の
波

あ
ざ
や
か
に
月
昇
り
き
て
カ
ー
テ
ン
を
引
か
ず
に
眠
る
灯
り
を
消
し
て

朝
摘
み
の
蕗
と
山
椒
を
煮
つ
め
れ
ば
夕
餉
の
厨
に
香
り
た
だ
よ
う

春
風
が
若
葉
の
袖
に
ほ
の
ぼ
の
と
ゆ
れ
る
小
枝
に
小
鳥
さ
え
ず
る

縛
ら
れ
し
縄
目
に
ふ
ふ
む
山
茶
花
の
春
の
光
に
紅
を
さ
し
ゆ
く

長

　尾

　杉
永

　敬
子

三
ツ
屋

　尾
形
美
智
枝

具

　谷

　山
本
家
治
郎

上
平
吹

　大
久
保
由
美
子

下
四
目

　青
山
千
恵
子

長
生
き
も
重
荷
と
な
り
し
春
の
雨

美
し
く
歩
け
る
靴
を
さ
が
す
春

ゆ
る
ゆ
る
と
ま
た
な
が
な
と
花
便
り

は
な
も
も
や
限
界
集
落
賑
は
へ
る

傾
斜
地
に
咲
き
て
水
仙
か
た
む
か
ず

中
新
庄
　
古
川
　
時
江

　
北
　
　
金
森
　
信
子

脇
　
本
　
今
村
　
和
夫

鯖
　
波
　
米
野
　
道
雄

上
平
吹
　
近
藤
　
小
鼠

東
大
道
　
中
村
　
良
子

上
平
吹
　
平
澤
さ
よ
子

矢
　
放
　
前
田
　
絹
代

　
畑
　
　
西
山
　
　
勇

矢
　
船
　
小
泉
　
匡
功

小
野
谷
　
三
好
　
弘
幸

荒
　
谷
　
松
原
　
征
夫

富
士
見
が
丘

　
佐
々
木
規
予

森
　
久
　
転
法
輪
正
子

村
国
二
丁
目

　
土
本
小
夜
子

味
真
野
　
清
水
　
和
子

東
千
福
　
水
上
　
康
男

大
　
虫
　
山
田
　
和
子

大
　
虫
　
土
谷
ミ
サ
ヲ

選

　者

　和
田
て
る
子

牧
牛
の
リ
ハ
ビ
リ
の
如
青
き
踏
む

ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
踊
り
た
く
な
る
花
の
昼

の
ど
け
し
や
暇
も
て
あ
ま
す
猫
欠
伸

絶
滅
の
危
惧
種
と
聞
き
て
桔
梗
苗

葉
桜
や
末
等
の
く
じ
二
百
円

飛
花
落
花
終
着
駅
は
わ
が
畑

句
に
詰
ま
り
春
山
な
が
め
深
呼
吸

祠
佛
拝
し
て
払
ふ
春
の
塵

永
き
日
や
入
日
灯
り
に
鍬
洗
ふ

武
士
の
倣
い
か
城
に
散
る
桜

覗
き
こ
む
四
月
人
事
の
新
聞
紙

花
万
朶
佳
麗
に
写
す
ド
ロ
ー
ン
か
な

八
十
路
女
の
口
笛
鳴
ら
で
花
の
下

孫
笑
ふ「
あ
く
び
の
歌
」や
夏
立
ち
ぬ

あ
や
め
咲
く
や
懐
か
し
君
の
遺
作
展

盛
り
過
ぎ
た
れ
ば
水
仙
三
つ
編
に

花
の
昼
新
元
号
の
大
見
出
し

卒
業
生
次
々
覗
く
う
さ
ぎ
小
屋

手
の
ひ
ら
に
命
つ
た
は
る
種
袋

春
ゆ
く
や
鍵
束
の
鍵
ひ
と
つ
消
え

上

　野

　

 

笛

　吹

　定

　子

「
定
子
」
と
ふ
名
に
ほ
だ
さ
れ
て
九
十
年

　
　
　
　
　
　「
令
和
」
の
御
代
に
命
つ
な
が
む

評
）定
の
字
解
は
安
定
だ
そ
う
で
す
。定
子
と
い
う
名
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
て
の
九
十
年
は
、

平
穏
で
あ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。令
和
の
時
代
も
、ま
す
ま
す
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

す
ぐ
乾
く

一
握
り
も
な
き

洗
ひ
髪

選
評

　洗
い
髪
は
普
通
で
も
一
握
り
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
齢
を
重
ね
ま
す
と
髪

の
質
も
量
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
洗

い
髪
を
縁
側
か
庭
先
で
そ
よ
吹
く
風
に

な
び
か
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

お
や
お
や
も
う
乾
い
て
い
る
・
・
・
。

ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
使
わ
な
く
も
す
ぐ
乾

く
ん
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
い
つ
の
間
に

か
髪
も
薄
く
な
っ
て
き
た
な
ぁ
。
日
常

の
一
コ
マ
を
し
み
じ
み
と
詠
ま
れ
、

「
一
握
り
」
に
来
し
方
の
沢
山
の
人
生

の
あ
り
様
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
深
い
良
い
句
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

西
大
道

　安
川

　信
子

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
９
１
５―

０
８
１
１

越
前
市
本
多
二
丁
目
１
０―

２
２

　
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
　
企
画
管
理
課

　
　
作
品
締
切
：
６
月
５
日
必
着

16



17

連
載
第
2
2
5
回

日
本
の
田
舎
も
国
際
都
市
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先

日
、
大
阪
城
に
観
光
に
行
っ
た
の
だ
が
、
観
光
客
の
ほ
と
ん

ど
は
中
国
人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
方
々
で
あ
っ
た
。
昔
、
ハ
ワ

イ
に
行
っ
た
時
も
、
外
国
語
よ
り
も
日
本
語
ば
か
り
が
聞
こ

え
て
き
て
、
異
国
情
緒
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
観
光
地
や
駅
の
標
識
・
看
板
の
類

は
い
ろ
い
ろ
な
外
国
語
で
表
示
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。
近

い
内
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
る
し
、
こ
う
し
た
標

識
・
看
板
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と

も
越
前
市
内
に
は
「
ら
く
」
と
か
「
し
く
ら
」
と
か
、
日
本

人
で
も
読
め
な
い
看
板
も
あ
る―

―

。
（
つ
づ
く)

今
年
も
田
植
え
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
が
秋
ま
で
立

派
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。岩

内
町

　前
田

　考
子

我
が
家
に
も
き
れ
い

に
咲
い
て
い
ま
す
。
玄
関

な
ど
に
飾
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

大
良

　上
島
サ
カ
エ

早
春
の
花
は
終
わ
り
ま

し
た
が
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花

を
は
じ
め
フ
ジ
、
ボ
タ

ン
、
ヤ
マ
ブ
キ…

街
路
樹

で
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
色
と

り
ど
り
に
我
を
見
て
と

ば
か
り
に
咲
き
元
気
を

も
ら
え
る
春
で
す
ね
。

池
泉
町

　小
谷
冨
美
子

ゴボウとレンコンのキーマカレー
■作り方■材料（3人分）
①レンコン、ゴボウは1cm程度のさいころ切りにして酢水（材料

外）にさらす。ニンニクはみじん切り。

②深めのフライパンにサラダ油をひき、Aを炒める。

③②に混ぜ合わせたBを入れ水気がなくなるまで煮込む。

④器にご飯と③を盛り付け、目玉焼きをのせて出来上がり。飾りに

葉ニンジン（材料外）を添える。

Ａ

　レンコン………………

　ゴボウ………………

　合いびき肉…………

　ニンニク………………

　

ご飯………………………

目玉焼き…………………

サラダ油………………

1節

1/2本

200g

1片

3膳

3つ

適宜

B

　かつおだし………

　カレー粉…

　おろしショウガ……

　さんしょう………

　塩…………

　トマトピューレ……

　砂糖……………

　みりん…………

2カップ

大さじ1と1/2

小さじ2

小さじ1

小さじ1と1/2

大さじ3

大さじ1/2

大さじ1/2

5

谷
口

　巌
夫

杉
本

　義
弘

松
村

　誠
一

（
西
谷
町
）

牧
野

　喜
信

（
荒
谷
町
）

松
原

　征
夫

（
平
林
町
）

大
塚

　善
治

上
山

　治
樹

大
塚

　秀
樹

大
塚

　敏
郎

（
庄
田
町
）

岸
本

　茂
樹

大
塚

　弘
子

河
端
き
み
子

（
大
手
町
）

伊
藤

　征
治

（
西
尾
町
）

山
形

　秀
幸

髙
島

　建
己

飯
田

　博
彦

河
端

　英
憲

河
端

　達
男

山
本

　幸
浩

高
木

　
　勲

（
岩
内
町
）

玉
村

　俊
仁

前
田

　治
利

竹
内

　正
和

竹
内

　敬
一

（
大
屋
町
）

山
田

　正
弘

平
井

　伸
一

北
野
重
太
郎

坂
野

　憲
男

（
葛
岡
町
）

長
谷
川
浩
之

〈
味
真
野
地
区
〉

（
入
谷
町
）

岸
梅
與
志
弘

橋
本

　良
一

坂
井

　俊
也

（
中
居
町
）

宮
本

　重
治

紙
屋

　憲
和

飯
田

　広
幸

中
川

　一
郎

（
蓑
脇
町
）

山
本

　敏
和

萩
原

　惣
一

畠
山

　忠
良

畠
山
重
左
久

（
檜
尾
谷
町
）

佐
々
木
久
幸

蓑
輪

　貞
彦

（
余
川
町
）

三
田
村
範
幸

宮
本
ま
ち
子

麹

　
　利
之

（
池
泉
町
）

渋
谷
喜
久
雄

池
田

　幸
雄

（
上
文
室
町
）

水
上

　正
一

石
塚
吉
太
夫

（
下
文
室
町
）

山
口

　光
雄

宮
本

　豊
久

山
口

　博
信

（
萱
谷
町
）

土
井

　美
暁

清
水

　一
美

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

土
本

　則
文

中
野

　博
美

（
小
山
町
）

佐
々
木

　勉

三
田
村
俊
行

光
川

　勝
司

（
吉
村
町
）

光
川

　謙
三

（
五
分
市
町
）

宇
野

　孝
恵

佐
々
木
一
則

加
藤

　松
治

市
川

　善
一

（
清
水
頭
町
）

紙
屋
仲
右
エ
門

（
上
真
柄
町
）

玉
崎

　清
二

（
徳
間
町
）

玉
村

　
　泉

髙
坂

　則
雄

（
口
宮
谷
町
）

辻

　
　俊
和

斉
藤

　
　東

（
奥
宮
谷
町
）

吉
田

　俊
弘

玉
村

　正
夫

堀
田

　光
彦

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

恒
本

　明
勇

恒
本

　
　納

（
二
階
堂
町
）

佐
内

　孝
美

（
千
合
谷
町
）

小
林

　一
男

中
嶋

　敏
夫

（
菖
蒲
谷
町
）

林

　
　茂
幸

（
堀
町
）黒

田

　誠
毅

（
土
山
町
）

田
中

　丈
男

西
谷

　
　啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

仲
谷

　正
孝

小
原

　正
雄

（
丸
岡
町
）

山
腰

　
　進

大
西

　藤
夫

大
西

　浩
之

出
口

　慎
一

（
沓
掛
町･

日
の
向
町
）

田
中

　隆
至

（
勝
蓮
花
町･

源
相
野
町
）

山
口

　和
男

（
小
野
町
）

大
柳

　勇
雄

大
平

　
　正

（
上
黒
川
町
）

谷
口

　和
芳

棗

　喜
三
雄

大
門

　正
美

（
下
黒
川
町
）

生
田

　正
一

生
田

　健
一

（
安
養
寺
町
）

表
利
右
衞
門

加
藤

　弘
一

竹
原

　幸
記

下
野

　重
和

薮
上
與
四
郎

横
山

　一
衛

上
野

　
　博

酒
井

　正
信

稲
場

　茂
昭

竹
下

　眞
一

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

時
岡

　
　伸

堀
江

　幹
夫

中
井

　
　勉

（
小
杉
町
）

佐
野

　政
夫

新
谷

　英
夫

（
牧
町
）後

　
　琢
巳

（
若
須
町
）

滝
見

　俊
行

（
中
野
町･
萩
原
町
）

嶋
田

　哲
男

山
下

　光
之

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

井
上

　
　博

井
上

　洋
一

中
村

　浩
一

中
村

　耕
二

竹
下

　悦
子

（
西
大
道
）

川
﨑

　藤
次

加
藤

　伊
平

橋
本
多
佳
志

谷
口

　康
聡

（
東
谷
）前

川

　義
一

山
根

　治
和

田
中

　正
則

（
清
水
）坂

本

　謙
一

奥
谷

　圭
嗣

宇
野

　賢
治

（
脇
本
）髙

木

　寿
夫

今
村

　吉
信

今
村

　正
人

今
村

　彰
夫

（
嶋
・
日
野
）

嶋
﨑

　秀
幸

林

　
　和
一

（
上
平
吹
）

近
藤

　政
博

平
澤

　尚
幸

奥
村

　隆
雄

（
鋳
物
師
）

諸
山

　廣
多

片
山

　明
則

中
村

　甚
一

中
村

　嘉
夫

中
村

　沢
一

山
本

　
　公

（
下
牧
谷
）

桂
川

　
　昭

宮
地

　幹
男

宮
地

　勝
春

宮
地

　清
作

（
上
牧
谷
）

桂
川

　静
雄

竹
内

　弘
行

桂

　慶
一
郎

（
上
野
）馬

渕

　正
人

笛
吹

　光
明

能
州

　裕
一

笛
吹

　恒
治

谷
嵜
甚
右
ヱ
門

小
池

　和
秀

代
継

　淳
一

森

　
　貴
之

河
原

　広
則

（
堂
宮
）岩

端

　宏
泰

井
上

　幹
雄

（
金
粕
）井

上

　正
幸

前
田

　政
宣

（
中
小
屋
）

植
村

　辰
幸

植
村

　功
吉

山
本

　俊
憲

澤
﨑

　良
博

（
阿
久
和
）

赤
澤

　
　孝

嶋
﨑

　欽
造

嶋
﨑

　淑
憲

嶋
﨑

　輝
雄

（
鯖
波
）掃

部

　祐
助

門
前

　信
二

笛
吹

　
　巧

（
奥
野
々
）

藤
木

　光
二

青
木

　俊
昌

谷
口

　晶
則

（
上
別
所
）

井
上

　
　昇

井
上

　隆
信

（
関
ヶ
鼻
）

井
上

　
　實

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）森

下

　鍈
一

松
田

　泰
博

（
山
王
）松

浦

　幸
雄

落
井

　豊
次

（
日
吉
）出

口

　英
雄

落
井

　隆
也

（
天
王
）山

口

　博
幸

山
口

　聖
司

（
稲
荷
）山

口 

　巌

（
八
幡
）谷

口

　晴
俊

高
橋

　貞
義

（
旭
）

小
林

　
　悠

城
野

　庄
一

三
田
村

　寿

（
八
乙
女
）

谷
崎

　市
朗

藤
田

　文
哉

澤
田

　政
男

（
燧
）

山
際

　脩
二

八
田

　峰
男

（
社
谷
）小

山

　喜
一

朝
倉

　忠
男

（
久
喜
）牧

野

　一
男

小
林

　明
夫

（
長
沢
）吉

田

　正
宏

（
馬
上
免
）

谷
口

　隆
雄

小
林

　雅
彦

（
古
木
）蔵

谷

　一
男

南

　
　良
一

辻

　
　武
雄

臼
谷

　正
人

大
塚

　逸
夫

（
上
温
谷
）

伊
藤

　政
美

（
小
倉
谷
）

山
﨑

　孝
一

永
野

　正
義

藤
川

　一
治

河
原

　正
通

（
瀬
戸
）伊

藤

　
　求

岡
本

　君
男

安
藤

　誠
一

（
杉
谷
）石

渡

　啓
一

辻

　
　雅
照

川
本

　繁
和

（
杣
木
俣
）

青
木

　昌
則

（
今
庄
）鈴

木

　愼
吾

中
山

　敏
幸

柴
田

　俊
幸

野
村

　浩
治

（
南
今
庄
）

赤
田

　
　洋

赤
田

　栄
一

（
下
新
道
）

中
村

　忠
郎

中
村

　広
和

（
上
新
道
）

横
谷

　
　忍

阿
津
川
昭
文

田
中

　利
治

（
大
桐
）艸

分

　英
治

川
端

　則
雄

（
二
ツ
屋
）

髙
野

　敬
士

（
合
波
）田

野
中

　優

竹
原

　仲
成

小
不
動
勝
史

（
大
門
）土

田

　喜
計

竹
内

　隆
幸

（
孫
谷
）山

﨑

　幸
治

赤
澤

　敏
宏

（
荒
井･

八
飯
）

小
林

　雄
二

野
﨑

　和
彦

藤
井

　早
雄

澤
﨑

　康
彦

（
宇
津
尾
）

澤
﨑

　義
一

奥
田
東
茂
二

篠
田

　恵
治

岩
﨑

　孝
信

坊
田

　哲
雄

（
橋
立
）藤

原

　
　堅

高
嶋

　政
和

（
広
野
）松

田

　良
一

龍
崎

　政
廣

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山

　博
実

松
本

　
　優

（
河
内
）網

田

　浩
淳

麻
河

　
　正

（
具
谷
）山

内

　孝
夫

西
山

　郁
夫

（
赤
萩
）小

角

　
　譲

江
端

　一
郎

惣
次

　健
一

（
河
野
）山

田

　志
信

治
部

　英
二

小
亀

　悟
美

（
今
泉
）浜

野

　好
己

宮
下

　忠
義

（
甲
楽
城
）

北
野

　雄
二

神
戸

　一
喜

橋
詰

　正
明

清
水

　美
征

大
倉
利
喜
夫

生
駒

　一
義

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木

　行
雄

大
下

　
　彰

大
浦

　
　明

向
瀬

　幸
恵

木
津

　文
和

向
瀬

　利
昭

（
敬
称
略
）
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組合長のご紹介

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡

押
田

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

湯
谷
町

勾
当
原
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

中

嶋

明

義

佐
々
木

　一

　幸

工

藤

俊

樹

鎌

谷

幸

一

石

田

　
智

小

泉

孝

義

山

本

俊

栄

越

井

秀

夫

青

木

源

久

杉

原

賢

治

田

中

　
收

三

好

憲

雄

林

　
勝

行

安

井

秀

昭

奥

山

徳

之

松

本

政

之

庭

本

繁

行

松

　本

　勝

　一

中

西

章

裕

南

山

龍

雄

山

口

輝

男

渡

辺

啓

蔵

三

好

正

行

安

久

幸

範

三

好

寛

明

藤

田

武

市

竹

　内

　政

　一

近

藤

敏

勝

笹

川

豊

作

長
谷
川

　重

　弘

山

　西

　健

　一

水

野

　
豊

仲

　村

　義

　一

宮

本

敏

之

長
谷
川

　秀

　次

松

原

一

男

北

畑

豊

彦

坂

　崎

　吉
三
郎

吉

田

孝

博

木

　下

　修

　一

片

岡

久

和

田

畑

周

市

北

畑

繁

喜

吉

田

久

弥

兵

　
秀

雄

上

木

昭

男

幸

道

俊

和

奥

　山

　義

　一

佐
々
木

　泰

　彦

天

谷

茂

樹

三

好

健

三

桑

原

　
太

菱

川

英

寛

桑

原

敏

和

上

嶋

高

義

青

　山

　陽

　一

佐
々
木

　文

　毎

大
久
保

　健

　一

久

野

貴

寛

森

　
泰

啓

中

嶋

芳

郎

岡

川

正

明

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

口

和

三

加

藤

和

彦

坂

東

和

樹

宮

川

清

治

石

田

吉

彦

山

本

和

秀

宮

　本

　賢

　一

川

口

光

好

飯

嶋

一

教

榎

　
泰

章

出

　口

　二
三
夫

出

　口

　成
津
雄

谷

口

　
修

山

　影

　浩

　一

飯

塚

道

夫

松

本

正

幸

水

　上

　千
代
治

佐

治

卯

門

三
田
村

　幸

　一

神

門

博

文

上

田

幸

弘

上

嶋

　
猛

長
谷
川

　義

　和

佐
々
木

　
　
　功

坂

口

一

二

長
谷
川

　善

　成

井

　美

　昇

　一

城

山

敏

雄

玉

村

直

人

福

島

信

行

西

教

幸

尚

納

村

行

弘

吉

崎

高

義

太

田

和

彦

野

村

和

生

服
部
四
郎
右
エ
門

山

　口

　治

　一

杉

本

義

弘

笠

嶋

敬

三

村

田

久

志

大

　塚

　純
一
郎

川

嶋

政

實

伊

藤

達

実

飯

田

博

彦

岸

　本

　善

　一

平

井

　
博

されました。1年間よろしくお願い致します。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

人
に
相
談
す
る
と
解
消
す
る
こ
と
も

障
子
や
ふ
す
ま
を
は
め
ま
す

ガ
ロ
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
○
○
街
の
喫
茶
店
』

改
札
や
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

漢
字
で
は
「
茱
萸
」
や
「
胡
頽
子
」
と
書
き
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
似
た
実
が
な
り
ま
す

舞
台
の
上
で
演
じ
ら
れ
る
も
の

子
守
熊
と
も
い
わ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物

太
陽
の
光
が
よ
く
当
た
る
場
所

○
○
遣
い

　○
○
口

　○
○
足

夏
至
は
一
年
で
最
も
○
○
が
短
い
日

日
本
三
景
の
中
で
一
番
北
に
あ
る
の
は

平
熱
よ
り
も
少
し
高
め

人
家
の
軒
先
に
巣
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
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雨の多い時期に活躍する履き物
ネギやごま、七味唐辛子など
ショッピングモールにはたくさん並んでいます
新進○○の芸術家
吸ったり吐いたりします
融通が利かない人
父の日に、黄色い○○の花を贈る習慣もあります
物を非常に細かく砕いた状態
未熟なうちに収穫した大豆
ランチの後にうとうと
歯磨きをして予防します
もしものときのために準備しておく物。
スペアともいいます
トイレットペーパーの芯やちくわのような形のこと

★締切日
　6月5日（水）消印有効

★抽選で10名様に
　「メロン」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。
※イラスト及び、ひとこと等については、当誌内にて記載させて頂く事があります。

4月号の解答

応募総数93通　正解数93通

先月号の答えは
「シヤクナゲ」
　　　　 でした。

谷口千代美（四郎丸町）
勝見弥五兵衛（阿久和）
山本優佳里（丸岡町）
田中はる子（大虫町）
水口　恵子（戸谷町）

佐々木しづゑ（池泉町）
竹内　優月（岩内町）
尾形　謙一（三ツ屋町）
増田すゑを（余田町）
萩原　歌子（北町）
　　　　　　（敬称略）

4月号の当選者

1
2

6
8

3
5

14
13
12

15
16
17

19

しきぶちゃん「LINEスタンプ」販売
を開始しました。
ぜひ、ご利用ください。→→→→→

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

ぺこり

14

中川弥生（中居町）

萩原祐子（宮谷町）



牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】コミュニケーション運が活
性化。初対面でもフランクに話し掛け
るとラッキーな結果に。習い事を始め
るのも◎
【健康運】食べ過ぎ注意。消化の良
い食材に注目を
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】のんびり構え過ぎてしまう
傾向がチラリ。必要な仕事は後に回
さず、早めに済ませて。気晴らしには
芸術鑑賞を
【健康運】ウオーキング吉。好影響が
期待できそう
【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】目新しいことに興味を持つ
と、素晴らしい展開に。好奇心を刺激
されたなら、ぜひ挑戦を。イベント参加
も正解
【健康運】栄養バランスが偏りがち。
改善に努めて
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】気が緩みやすい月。慣れて
いる作業でも油断は禁物です。また、
うわさや誤情報に振り回されないよ
う、うのみは×
【健康運】慌てるとけがの暗示。深呼
吸で冷静に
【幸運の食べ物】梅

【全体運】人間関係が広がりを見せ
る予感。習い事や地域の集まりなど
には気軽に顔を出して。グループレジ
ャーも幸運
【健康運】ストレス解消には手軽な体
操がお勧め
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】思うようにならない出来事
が多くなるかも。今できることに心を込
めてみましょう。開運には花や樹木に
触れて
【健康運】まずまず。マッサージをする
と好影響大
【幸運の食べ物】葉ショウガ

【全体運】思い切りが良く、チャンスを
ゲットしやすい時期。ひらめきを信じて
動いて。しっかり目的意識を持つのも
大事
【健康運】疲れを感じやすい気配。休
息を心掛けて
【幸運の食べ物】パプリカ

【全体運】あれこれ思い悩み、暗い顔
で過ごしがち。自分の本当の気持ちと
正直に向き合ってみて。笑顔キープ
も忘れずに
【健康運】体を動かせば、日頃の鬱憤
（うっぷん）解消が可能
【幸運の食べ物】ビワ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】いろいろな分野に興味を感
じるものの、飽きっぽくなっているよう。
手を広げ過ぎるのは避けて。観劇に
はつき
【健康運】梅雨冷えにご用心。軽い
運動が開運の鍵
【幸運の食べ物】カワハギ

【全体運】何かと消極的になってしま
いそう。内にこもりやすく、好機に気付
かず、逃しがちです。前向きな発想を
大切に
【健康運】無理は禁物。規則正しい
生活を目指して
【幸運の食べ物】ミョウガ

【全体運】イマジネーションが豊かに
なる期間。お好きな創作活動に励ん
でみては。プレイスポットに足を運ぶ
のもグッド
【健康運】スタミナが不足気味。睡眠
はたっぷりと
【幸運の食べ物】カツオ

【全体運】手抜きはトラブルを招くも
と。心を込めて臨むのが好運の呼び
水に。部屋の模様替えも運気アップ
が期待できます
【健康運】シェイプアップに励むと確
かな手応えあり
【幸運の食べ物】ラッキョウ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

6月

いとこ同士仲良く！

越前市堀町
　前　田　利　樹 く　ん（3歳）
　前　田　晃　希 く　ん（3歳）

こう き

スマートフォンサイトは
こちらから!

ＪＡ越前たけふホームページ　http://www.ja-echizentakefu.or.jp/

　ＪＡ越前たけふのホームページでは、料理・営農情報などを
見ることができます。
　「生活／女性部」の「お料理レシピ」では、
食の寺子屋や親子食農体験などで作った
料理のレシピを写真つきで公開しています。
ぜひご覧ください。

みんな仲良く

のびのび育ってね。

とし き

★ご両親から子供たちへ
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令和元年度 農家

【
敬
称
略
】

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室
町

下
文
室
町

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛
町

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野
町

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下
組

今
庄
中
組

今
庄
上
組

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

塚

﨑

康

雄

鈴

木

　
充

中

川

秀

喜

畠

　山

　重
左
久

三
田
村

　忠

　邦

渋

谷

　
修

中

林

嘉

雄

西

野

幸

蔵

中

野

義

勝

片

岡

　
弥

上

田

雄

次

中

野

博

美

三
田
村

　實

　治

高

坂

政

和

加

藤

松

治

紙
屋

　仲
右
エ
門

梅

田

礼

子

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

吉

田

俊

弘

谷

口

昌

之

宮

崎

礼

三

小

林

一

男

林

　
茂

幸

黒

田

直

樹

小

　西

　晃

　一

宇
都
宮

　末

　己

野

　口

　登
紀
夫

稲

菊

幹

雄

清

　水

　仙

　一

山

口

和

男

寺

尾

忠

保

大

柳

勇

雄

谷

口

和

芳

今

下

忠

雄

下

野

重

和

竹

　下

　眞

　一

中

井

和

夫

中

井

　
勉

小

林

善

夫

橋

　本

　弥
登
志

滝

見

俊

行

東

尾

　
昭

山

口

正

秀

時

岡

　
伸

井

　上

　城
太
郎

川

﨑

藤

次

田

　中

　壽

　一

小

泉

覚

弘

高

木

寿

夫

嶋

﨑

秀

幸

平

澤

圭

祐

小

川

和

彦

関

　
正

幸

増

澤

正

博

笛

吹

光

明

井

上

幹

雄

岩

﨑

和

雄

山

本

俊

憲

五
十
嵐

　賢

　博

笛

吹

　
巧

青

木

俊

昌

青

木

毅

詞

齋

藤

隆

男

森

　下

　鍈

　一

本

　夛

　美
幾
男

赤

星

英

樹

山

口

重

滋

赤

　星

　富
士
夫

山

田

則

和

岩

本

吉

弘

藤

田

泰

博

野

村

義

行

朝

倉

勇

二

牧

野

一

男

吉

田

正

宏

小

林

雅

彦

大

塚

　
寛

伊

藤

政

美

山

　﨑

　孝

　一

岡

本

満

幸

河

野

一

郎

森

﨑

輝

男

北

川

　
勉

中

山

敏

幸

鈴

木

愼

吾

井

上

重

治

田

嶋

秀

夫

堂

湯

敬

雄

大

梧

光

順

谷

口

恵

子

小
不
動

　勝

　史

高

　橋

　道

　一

赤

澤

敏

宏

小

林

文

夫

赤

澤

　
孝

野

﨑

良

浩

高

嶋

政

和

高

嶋

清

智

向

山

博

実

中

野

光

雄

網

田

善

樹

山

内

孝

夫

橋

　爪

　由
貴
哉

小

亀

悟

美

形

部

和

彦

大

　倉

　利
喜
夫

向

瀬

幸

恵

青

木

行

雄

各町内ごとに２１９名の農家組合長さんが選任
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トピック
ス

福
井
県
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
対
す
る

　
　
　
　
　
意
向
調
査
結
果
説
明
会

四
月
二
十
一
日
、
農
協
会
館
に
お
い
て
福
井

県
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
対
す
る
意
向
調
査
結
果

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
元
横

浜
市
長
の
中
田
宏
氏
を
講
師
に
招
き
「
世
界

の
大
転
換
期
と
日
本
か
ら
考
え
る
農
業
の
未

来
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
意
向
調
査
結
果
説
明
会
に
て
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

トピック
ス

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入・

　
　
　
環
境
保
全
型
農
業
研
修
会

五
月
八
日
、
農
協
会
館
に
お
い
て
二
〇

一
九
年
産
米
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
・
境
保

全
型
農
業
研
修
会
が
開
催
さ
れ
約
六
十
名

の
生
産
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
内

容
に
つ
い
て
は
特
別
栽
培
米
の
ポ
イ
ン
ト
と

Ｇ
Ａ
Ｐ
、
取
組
み
に
関
し
て
の
注
意
点
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
概

要
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

トピック
ス

播
州
清
水
寺
ご
参
拝
と
黒
毛
和
牛
ス
テ
ー
キ
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
年
金
日
帰
り
旅
行

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅
行
が
、
四
月
十
七
日
に
行
わ

れ
百
三
十
三
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
西
国
二

十
五
番
札
所
に
あ
た
る
播
州
清
水
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
参
拝
を

し
た
証
と
し
て
御
朱
印
を
買
わ
れ
る
方
も
大
勢
い
ま
し
た
。
お
昼

は
三
田
屋
本
店
に
て
黒
毛
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
を
堪
能
し
ま
し

た
。
午
後
は
め
ん
た
い
こ
で
有
名
な
か
ね
ふ
く
の
め
ん
た
い
パ
ー

ク
を
訪
れ
工
場
見
学
や
直
売
所
で
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
毎
年
こ
の
旅
行
は
豪
華
。
来
年
は
ど
こ
に
行

け
る
の
か
。
今
か
ら
楽
し
み
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

トピック
ス

五
月
九
日
、
北
日
野
支
店
構
内
に
お
い

て
建
設
中
の
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
育
苗
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
現
地
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
建
築
事
務
所
と
施
工
業
者

か
ら
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
や

建
物
内
部
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
六
月
末
に
建
屋
の
工
事
が
完
了
し
、
七

月
末
に
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
完
了
、
八
月
に

竣
工
式
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認

Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
育
苗
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）現
地
説
明
会
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今月は

パプリカ 原産地：熱帯アメリカ
［果菜類・ナス科］　

ピーマンの仲間ですが、苦みがなく、甘みとほのかな酸味を持ちます。栄養価
も高く、さまざまな料理にも使えます。ここ１０年間の需要の年間伸び率は高く、 
野菜の中では人気抜群です。しかし、国産はわずか１０%程度です。
●栽培のポイント
しっかりとした大苗に育てるところから始めましょう。栽培期間が長いので、元肥
を十分に施します。開花から収穫まで２か月かかり、管理も難しい野菜ですが、採
り立てを賞味するために、ぜひ、挑戦してみてはいかがでしょうか。栽培方法栽培方法

　植えつけ　□収穫

栽培カレンダー
6月 7月 8月5月4月

鉢土には育苗専
用の用土を用いる

植えつけ10日後、 
株元付近に化成肥
料小さじ1/2杯を
施す

梅雨明け後、マルチ
の上にわらを敷き、
地温の上がりすぎ
を防ぐ

疫病、ダニ、
タバコガが発
生しやすい。
早めに発見し
て防除する

開花後約60日、100g以上に
なったら順次収穫する

色鮮やかでサラ
ダなどの彩りと
してもお勧め

夏の乾燥には弱いので、乾きやすい畑にはときど
き水やりをする

マルチの裾をめくって畝
の片側にばらまき、土に
混ぜ込む

パプリカは果実が大きいので、主枝から果実を
収穫するのが基本

1回めから20日後
〈1株当たり〉
化成肥料　大さじ1杯
油粕　大さじ1杯

本葉1枚の頃、4号
ポリ鉢に移植する

大きい鉢に植
え替え、新し
い用土を補う

茎が太めでしっかり
とした苗に仕上げる

〈1株当たり〉
堆肥　2、3握り
油粕　大さじ2杯

購入苗の場合

第1回

第2回

2回めから20日
後、第2回と同量
の肥料を、畝の
反対側に同様に
施す

第3回

❷元肥入れ

路地栽培の場合
風に弱いので防風垣
などで保護する

路地栽培の場合
勢いのよい枝を3本残
し、3本仕立にする

仮支柱を3本立て、育つにつれ
て本支柱を立てて誘引する。
下の方のわき芽と花蕾は全部
取り除き、五～六番花から着花
させる

マルチをする前にた 
っぷり水やりをする

黒色ポリエチレンフィ
ルムに穴をあけて苗を
植えつける

防風垣

本支柱

仮支柱

❶苗作り ❹追肥 ❻敷きわら•水やり

❼病害虫防除

❽収穫

❺整枝・誘引・摘花

❸植えつけ

からい
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①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
き
作

成
さ
れ
た
財
務
に
関
す
る
報
告
書
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

・
内
部
牽
制
及
び
役
員
の
内
部
統
制
業

務
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
、
三

十
九
項
目
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

④
反
社
会
的
勢
力
等
と
の
取
引
排
除
お

よ
び
組
織
犯
罪
等
の
防
止
に
係
る
対
応

状
況
に
つ
い
て

・
該
当
事
案
が
な
か
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑥
県
下
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
対
す
る
意

向
調
査
取
り
纏
め
結
果
及
び
意
向
調

査
結
果
説
明
会
質
問
事
項
に
つ
い
て

・
二
月
二
十
五
日
に
発
送
し
三
月
末
ま

で
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
県
下
一
Ｊ
Ａ

合
併
構
想
に
対
す
る
意
向
調
査
の
集
計

結
果
及
び
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
並
び
に

四
月
二
十
一
日
開
催
の
意
向
調
査
結
果

説
明
会
で
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
第
七
回
建
設
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

・
育
苗
施
設
建
屋
工
事
の
進
捗
状
況
及

び
現
場
説
明
会
開
催
日
程
に
つ
い
て
大

塚
建
設
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に
仮

決
算
結
果
に
つ
い
て

・
三
月
末
仮
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
三
十
年
度
県
常
例
検
査
主
要
指

摘
に
対
す
る
回
答
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
三
十
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ
た

県
常
例
検
査
の
主
要
指
摘
事
項
に
対
す

る
回
答
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

③
平
成
三
十
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
三
十
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
誌
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
中
に
各
事
業

所
へ
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

④
二
〇
一
九
年
産
米
の
出
荷
契
約
金
に

第506回

㈱コープ武生
取締役会報告
㈱コープ武生
取締役会報告

①
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
各
課
対

応
に
つ
い
て

①
三
月
末
残
高
試
算
表
並
び
に
仮
決
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て 2019年4月24日

開会…15時40分
閉会…15時50分
出席取締役…19名
出席監査役…4名
女性参与…3名

報
告
事
項

報
告
事
項

2019年4月24日
開会…10時00分
閉会…15時28分
出席理事…19名
出席監事…4名
女性参与…3名

第115回

つ
い
て

・
昨
年
同
様
、
主
食
用
米
で
五
千
円
／

俵
、
加
工
用
米
で
三
千
円
／
俵
を
支
払

う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
二
〇
一
九
年
産
大
麦
荷
受
稼
働
計
画

に
つ
い
て

・
南
条
カ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
二
〇
一

九
年
度
大
麦
荷
受
稼
働
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
農
産
物
検
査
業
務
を
実
施
す
る
う
え

で
、
理
事
二
名
と
組
合
と
の
間
で
農
産

物
検
査
員
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

⑦
出
資
口
数
の
減
口
承
認
に
つ
い
て

・
一
件
の
減
口
申
請
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

②
人
事
異
動
に
つ
い
て

③
兼
職
承
認
に
つ
い
て

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て

・
環
境
問
題
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
五
月
一
日
（
水
）
か
ら
十
月
三

十
一
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

附
議
事
項

附
議
事
項

臨時
理事会
報告

臨時
理事会
報告

①
県
下
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
協
議
に
つ
い
て

・
県
下
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
つ
い
て
参

画
し
な
い
こ
と
が
機
関
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

2019年5月10日
開会…13時30分
閉会…14時40分
出席理事…18名
出席監事…4名
女性参与…3名

そ
の
他

附
議
事
項



11

低燃費タイヤ
限定　価４本セット

6/30日日
まで開催中！！

●取付工賃・タイヤ組込み等の調整料金、及び廃タイヤ等の処分料は別途となります。●上記価格は税込価格となっております。●ホイール代は含まれておりません。

15,800円 145/80Ｒ13

N-BOX・ミラ・アルト

155/65Ｒ14

ムーヴ・タント・ワゴンＲ

175/65R15

フィット・アクア

195/65R15

プリウス・セレナ

155/65Ｒ13

ライフ・パレット・モコ

コープたけふ
　給油所全店にて



812

トピック
ス

福
井
県
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
対
す
る

　
　
　
　
　
意
向
調
査
結
果
説
明
会

四
月
二
十
一
日
、
農
協
会
館
に
お
い
て
福
井

県
一
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
に
対
す
る
意
向
調
査
結
果

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
元
横

浜
市
長
の
中
田
宏
氏
を
講
師
に
招
き
「
世
界

の
大
転
換
期
と
日
本
か
ら
考
え
る
農
業
の
未

来
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
意
向
調
査
結
果
説
明
会
に
て
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

トピック
ス

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入・

　
　
　
環
境
保
全
型
農
業
研
修
会

五
月
八
日
、
農
協
会
館
に
お
い
て
二
〇

一
九
年
産
米
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
・
境
保

全
型
農
業
研
修
会
が
開
催
さ
れ
約
六
十
名

の
生
産
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
内

容
に
つ
い
て
は
特
別
栽
培
米
の
ポ
イ
ン
ト
と

Ｇ
Ａ
Ｐ
、
取
組
み
に
関
し
て
の
注
意
点
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
概

要
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

トピック
ス

播
州
清
水
寺
ご
参
拝
と
黒
毛
和
牛
ス
テ
ー
キ
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
年
金
日
帰
り
旅
行

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅
行
が
、
四
月
十
七
日
に
行
わ

れ
百
三
十
三
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
西
国
二

十
五
番
札
所
に
あ
た
る
播
州
清
水
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
参
拝
を

し
た
証
と
し
て
御
朱
印
を
買
わ
れ
る
方
も
大
勢
い
ま
し
た
。
お
昼

は
三
田
屋
本
店
に
て
黒
毛
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
を
堪
能
し
ま
し

た
。
午
後
は
め
ん
た
い
こ
で
有
名
な
か
ね
ふ
く
の
め
ん
た
い
パ
ー

ク
を
訪
れ
工
場
見
学
や
直
売
所
で
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
毎
年
こ
の
旅
行
は
豪
華
。
来
年
は
ど
こ
に
行

け
る
の
か
。
今
か
ら
楽
し
み
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

トピック
ス

五
月
九
日
、
北
日
野
支
店
構
内
に
お
い

て
建
設
中
の
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
育
苗
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
現
地
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
建
築
事
務
所
と
施
工
業
者

か
ら
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
や

建
物
内
部
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
六
月
末
に
建
屋
の
工
事
が
完
了
し
、
七

月
末
に
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
完
了
、
八
月
に

竣
工
式
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認

Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
育
苗
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）現
地
説
明
会



二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

人
に
相
談
す
る
と
解
消
す
る
こ
と
も

障
子
や
ふ
す
ま
を
は
め
ま
す

ガ
ロ
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
○
○
街
の
喫
茶
店
』

改
札
や
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

漢
字
で
は
「
茱
萸
」
や
「
胡
頽
子
」
と
書
き
ま
す
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
似
た
実
が
な
り
ま
す

舞
台
の
上
で
演
じ
ら
れ
る
も
の

子
守
熊
と
も
い
わ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物

太
陽
の
光
が
よ
く
当
た
る
場
所

○
○
遣
い

　○
○
口

　○
○
足

夏
至
は
一
年
で
最
も
○
○
が
短
い
日

日
本
三
景
の
中
で
一
番
北
に
あ
る
の
は

平
熱
よ
り
も
少
し
高
め

人
家
の
軒
先
に
巣
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

■■■■■■■■　■■■■■17 491015 13 1117182021 16

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　■

雨の多い時期に活躍する履き物
ネギやごま、七味唐辛子など
ショッピングモールにはたくさん並んでいます
新進○○の芸術家
吸ったり吐いたりします
融通が利かない人
父の日に、黄色い○○の花を贈る習慣もあります
物を非常に細かく砕いた状態
未熟なうちに収穫した大豆
ランチの後にうとうと
歯磨きをして予防します
もしものときのために準備しておく物。
スペアともいいます
トイレットペーパーの芯やちくわのような形のこと

★締切日
　6月5日（水）消印有効

★抽選で10名様に
　「メロン」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。
※イラスト及び、ひとこと等については、当誌内にて記載させて頂く事があります。

4月号の解答

応募総数93通　正解数93通

先月号の答えは
「シヤクナゲ」
　　　　 でした。

谷口千代美（四郎丸町）
勝見弥五兵衛（阿久和）
山本優佳里（丸岡町）
田中はる子（大虫町）
水口　恵子（戸谷町）

佐々木しづゑ（池泉町）
竹内　優月（岩内町）
尾形　謙一（三ツ屋町）
増田すゑを（余田町）
萩原　歌子（北町）
　　　　　　（敬称略）

4月号の当選者

1
2

6
8

3
5

14
13
12

15
16
17

19

しきぶちゃん「LINEスタンプ」販売
を開始しました。
ぜひ、ご利用ください。→→→→→

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

ぺこり

14

中川弥生（中居町）

萩原祐子（宮谷町）

6

組合長のご紹介

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡

押
田

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

湯
谷
町

勾
当
原
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

中

嶋

明

義

佐
々
木

　一

　幸

工

藤

俊

樹

鎌

谷

幸

一

石

田

　
智

小

泉

孝

義

山

本

俊

栄

越

井

秀

夫

青

木

源

久

杉

原

賢

治

田

中

　
收

三

好

憲

雄

林

　
勝

行

安

井

秀

昭

奥

山

徳

之

松

本

政

之

庭

本

繁

行

松

　本

　勝

　一

中

西

章

裕

南

山

龍

雄

山

口

輝

男

渡

辺

啓

蔵

三

好

正

行

安

久

幸

範

三

好

寛

明

藤

田

武

市

竹

　内

　政

　一

近

藤

敏

勝

笹

川

豊

作

長
谷
川

　重

　弘

山

　西

　健

　一

水

野

　
豊

仲

　村

　義

　一

宮

本

敏

之

長
谷
川

　秀

　次

松

原

一

男

北

畑

豊

彦

坂

　崎

　吉
三
郎

吉

田

孝

博

木

　下

　修

　一

片

岡

久

和

田

畑

周

市

北

畑

繁

喜

吉

田

久

弥

兵

　
秀

雄

上

木

昭

男

幸

道

俊

和

奥

　山

　義

　一

佐
々
木

　泰

　彦

天

谷

茂

樹

三

好

健

三

桑

原

　
太

菱

川

英

寛

桑

原

敏

和

上

嶋

高

義

青

　山

　陽

　一

佐
々
木

　文

　毎

大
久
保

　健

　一

久

野

貴

寛

森

　
泰

啓

中

嶋

芳

郎

岡

川

正

明

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

口

和

三

加

藤

和

彦

坂

東

和

樹

宮

川

清

治

石

田

吉

彦

山

本

和

秀

宮

　本

　賢

　一

川

口

光

好

飯

嶋

一

教

榎

　
泰

章

出

　口

　二
三
夫

出

　口

　成
津
雄

谷

口

　
修

山

　影

　浩

　一

飯

塚

道

夫

松

本

正

幸

水

　上

　千
代
治

佐

治

卯

門

三
田
村

　幸

　一

神

門

博

文

上

田

幸

弘

上

嶋

　
猛

長
谷
川

　義

　和

佐
々
木

　
　
　功

坂

口

一

二

長
谷
川

　善

　成

井

　美

　昇

　一

城

山

敏

雄

玉

村

直

人

福

島

信

行

西

教

幸

尚

納

村

行

弘

吉

崎

高

義

太

田

和

彦

野

村

和

生

服
部
四
郎
右
エ
門

山

　口

　治

　一

杉

本

義

弘

笠

嶋

敬

三

村

田

久

志

大

　塚

　純
一
郎

川

嶋

政

實

伊

藤

達

実

飯

田

博

彦

岸

　本

　善

　一

平

井

　
博

されました。1年間よろしくお願い致します。
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令和元年度 農家

【
敬
称
略
】

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室
町

下
文
室
町

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛
町

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野
町

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下
組

今
庄
中
組

今
庄
上
組

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

塚

﨑

康

雄

鈴

木

　
充

中

川

秀

喜

畠

　山

　重
左
久

三
田
村

　忠

　邦

渋

谷

　
修

中

林

嘉

雄

西

野

幸

蔵

中

野

義

勝

片

岡

　
弥

上

田

雄

次

中

野

博

美

三
田
村

　實

　治

高

坂

政

和

加

藤

松

治

紙
屋

　仲
右
エ
門

梅

田

礼

子

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

吉

田

俊

弘

谷

口

昌

之

宮

崎

礼

三

小

林

一

男

林

　
茂

幸

黒

田

直

樹

小

　西

　晃

　一

宇
都
宮

　末

　己

野

　口

　登
紀
夫

稲

菊

幹

雄

清

　水

　仙

　一

山

口

和

男

寺

尾

忠

保

大

柳

勇

雄

谷

口

和

芳

今

下

忠

雄

下

野

重

和

竹

　下

　眞

　一

中

井

和

夫

中

井

　
勉

小

林

善

夫

橋

　本

　弥
登
志

滝

見

俊

行

東

尾

　
昭

山

口

正

秀

時

岡

　
伸

井

　上

　城
太
郎

川

﨑

藤

次

田

　中

　壽

　一

小

泉

覚

弘

高

木

寿

夫

嶋

﨑

秀

幸

平

澤

圭

祐

小

川

和

彦

関

　
正

幸

増

澤

正

博

笛

吹

光

明

井

上

幹

雄

岩

﨑

和

雄

山

本

俊

憲

五
十
嵐

　賢

　博

笛

吹

　
巧

青

木

俊

昌

青

木

毅

詞

齋

藤

隆

男

森

　下

　鍈

　一

本

　夛

　美
幾
男

赤

星

英

樹

山

口

重

滋

赤

　星

　富
士
夫

山

田

則

和

岩

本

吉

弘

藤

田

泰

博

野

村

義

行

朝

倉

勇

二

牧

野

一

男

吉

田

正

宏

小

林

雅

彦

大

塚

　
寛

伊

藤

政

美

山

　﨑

　孝

　一

岡

本

満

幸

河

野

一

郎

森

﨑

輝

男

北

川

　
勉

中

山

敏

幸

鈴

木

愼

吾

井

上

重

治

田

嶋

秀

夫

堂

湯

敬

雄

大

梧

光

順

谷

口

恵

子

小
不
動

　勝

　史

高

　橋

　道

　一

赤

澤

敏

宏

小

林

文

夫

赤

澤

　
孝

野

﨑

良

浩

高

嶋

政

和

高

嶋

清

智

向

山

博

実

中

野

光

雄

網

田

善

樹

山

内

孝

夫

橋

　爪

　由
貴
哉

小

亀

悟

美

形

部

和

彦

大

　倉

　利
喜
夫

向

瀬

幸

恵

青

木

行

雄

各町内ごとに２１９名の農家組合長さんが選任
牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】コミュニケーション運が活
性化。初対面でもフランクに話し掛け
るとラッキーな結果に。習い事を始め
るのも◎
【健康運】食べ過ぎ注意。消化の良
い食材に注目を
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】のんびり構え過ぎてしまう
傾向がチラリ。必要な仕事は後に回
さず、早めに済ませて。気晴らしには
芸術鑑賞を
【健康運】ウオーキング吉。好影響が
期待できそう
【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】目新しいことに興味を持つ
と、素晴らしい展開に。好奇心を刺激
されたなら、ぜひ挑戦を。イベント参加
も正解
【健康運】栄養バランスが偏りがち。
改善に努めて
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】気が緩みやすい月。慣れて
いる作業でも油断は禁物です。また、
うわさや誤情報に振り回されないよ
う、うのみは×
【健康運】慌てるとけがの暗示。深呼
吸で冷静に
【幸運の食べ物】梅

【全体運】人間関係が広がりを見せ
る予感。習い事や地域の集まりなど
には気軽に顔を出して。グループレジ
ャーも幸運
【健康運】ストレス解消には手軽な体
操がお勧め
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】思うようにならない出来事
が多くなるかも。今できることに心を込
めてみましょう。開運には花や樹木に
触れて
【健康運】まずまず。マッサージをする
と好影響大
【幸運の食べ物】葉ショウガ

【全体運】思い切りが良く、チャンスを
ゲットしやすい時期。ひらめきを信じて
動いて。しっかり目的意識を持つのも
大事
【健康運】疲れを感じやすい気配。休
息を心掛けて
【幸運の食べ物】パプリカ

【全体運】あれこれ思い悩み、暗い顔
で過ごしがち。自分の本当の気持ちと
正直に向き合ってみて。笑顔キープ
も忘れずに
【健康運】体を動かせば、日頃の鬱憤
（うっぷん）解消が可能
【幸運の食べ物】ビワ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】いろいろな分野に興味を感
じるものの、飽きっぽくなっているよう。
手を広げ過ぎるのは避けて。観劇に
はつき
【健康運】梅雨冷えにご用心。軽い
運動が開運の鍵
【幸運の食べ物】カワハギ

【全体運】何かと消極的になってしま
いそう。内にこもりやすく、好機に気付
かず、逃しがちです。前向きな発想を
大切に
【健康運】無理は禁物。規則正しい
生活を目指して
【幸運の食べ物】ミョウガ

【全体運】イマジネーションが豊かに
なる期間。お好きな創作活動に励ん
でみては。プレイスポットに足を運ぶ
のもグッド
【健康運】スタミナが不足気味。睡眠
はたっぷりと
【幸運の食べ物】カツオ

【全体運】手抜きはトラブルを招くも
と。心を込めて臨むのが好運の呼び
水に。部屋の模様替えも運気アップ
が期待できます
【健康運】シェイプアップに励むと確
かな手応えあり
【幸運の食べ物】ラッキョウ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

6月

いとこ同士仲良く！

越前市堀町
　前　田　利　樹 く　ん（3歳）
　前　田　晃　希 く　ん（3歳）

こう き

スマートフォンサイトは
こちらから!

ＪＡ越前たけふホームページ　http://www.ja-echizentakefu.or.jp/

　ＪＡ越前たけふのホームページでは、料理・営農情報などを
見ることができます。
　「生活／女性部」の「お料理レシピ」では、
食の寺子屋や親子食農体験などで作った
料理のレシピを写真つきで公開しています。
ぜひご覧ください。

みんな仲良く

のびのび育ってね。

とし き

★ご両親から子供たちへ
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今
　
庄
　
　
田
　
代
　
光
　
子

上
　
野
　
　
笛
　
吹
　
稔
　
雄

西
大
道
　
　
加
　
藤
　
文
　
代

清
　
水
　
　
丸
　
岡
　
里
　
美

鯖
　
波
　
　
的
　
矢
　
晃
　
子

今
　
庄
　
　
徳
　
永
　
洋
　
子

西
　
尾
　
　
山
本
　
清
左
衞
門

安
養
寺
　
　
吉
　
田
　
　
　
弘

　
畑
　
　
　
西
　
山
　
　
　
勇

　
糠
　
　
　
大
　
下
　
　
　
彰

　
糠
　
　
　
高
　
山
　
信
　
子

西
大
道
　
　
安
　
川
　
信
　
子

　
糠
　
　
　
神
　
田
　
活
　
子

蓑
　
脇
　
　
山
　
口
　
し
げ
子

選

　者

　
　野

　村

　絹

　枝

昭
和
の
子
数
百
人
を
見
送
り
し
お
寺
の
廃
園
八
重
桜
咲
く

店
頭
の
棚
に
び
っ
し
り
春
野
菜
の
ポ
ッ
ト
苗
並
び
春
本
番
に

ぐ
ぐ
ぐ
う
と
土
を
持
ち
上
げ
割
れ
目
よ
り
じ
ゃ
が
い
も
よ
う
や
く
芽
を
出
し
ぬ

新
じ
ゃ
が
と
新
た
ま
ね
ぎ
を
煮
込
み
つ
つ
入
学
し
た
て
の
子
の
帰
り
を
待
つ

体
力
も
気
力
も
落
ち
し
吾
な
れ
ど
春
の
種
ま
き
始
め
む
と
思
ふ

一
帯
を
ピ
ン
ク
に
染
め
る
山
桜
神
子
の
山
波
船
上
か
ら
も

高
峰
の
残
雪
白
く
青
空
に
吹
く
風
凪
る
初
夏
の
訪
れ

卵
抱
き
警
戒
続
け
る
こ
う
の
と
り
桜
は
散
り
て
若
葉
萌
え
け
り

と
き
お
り
に
霰
降
る
な
か
バ
ス
走
る
今
か
ら
花
見
に
向
ふ
と
言
ふ
の
に

ゆ
ら
ゆ
ら
と
潮
に
な
び
く
ワ
カ
メ
採
り
竹
の
子
木
の
芽
で
季
節
の
香
り

平
成
と
令
和
を
ま
た
ぎ
十
連
休
観
光
に
ぎ
合
う
人
々
の
波

あ
ざ
や
か
に
月
昇
り
き
て
カ
ー
テ
ン
を
引
か
ず
に
眠
る
灯
り
を
消
し
て

朝
摘
み
の
蕗
と
山
椒
を
煮
つ
め
れ
ば
夕
餉
の
厨
に
香
り
た
だ
よ
う

春
風
が
若
葉
の
袖
に
ほ
の
ぼ
の
と
ゆ
れ
る
小
枝
に
小
鳥
さ
え
ず
る

縛
ら
れ
し
縄
目
に
ふ
ふ
む
山
茶
花
の
春
の
光
に
紅
を
さ
し
ゆ
く

長

　尾

　杉
永

　敬
子

三
ツ
屋

　尾
形
美
智
枝

具

　谷

　山
本
家
治
郎

上
平
吹

　大
久
保
由
美
子

下
四
目

　青
山
千
恵
子

長
生
き
も
重
荷
と
な
り
し
春
の
雨

美
し
く
歩
け
る
靴
を
さ
が
す
春

ゆ
る
ゆ
る
と
ま
た
な
が
な
と
花
便
り

は
な
も
も
や
限
界
集
落
賑
は
へ
る

傾
斜
地
に
咲
き
て
水
仙
か
た
む
か
ず

中
新
庄
　
古
川
　
時
江

　
北
　
　
金
森
　
信
子

脇
　
本
　
今
村
　
和
夫

鯖
　
波
　
米
野
　
道
雄

上
平
吹
　
近
藤
　
小
鼠

東
大
道
　
中
村
　
良
子

上
平
吹
　
平
澤
さ
よ
子

矢
　
放
　
前
田
　
絹
代

　
畑
　
　
西
山
　
　
勇

矢
　
船
　
小
泉
　
匡
功

小
野
谷
　
三
好
　
弘
幸

荒
　
谷
　
松
原
　
征
夫

富
士
見
が
丘

　
佐
々
木
規
予

森
　
久
　
転
法
輪
正
子

村
国
二
丁
目

　
土
本
小
夜
子

味
真
野
　
清
水
　
和
子

東
千
福
　
水
上
　
康
男

大
　
虫
　
山
田
　
和
子

大
　
虫
　
土
谷
ミ
サ
ヲ

選

　者

　和
田
て
る
子

牧
牛
の
リ
ハ
ビ
リ
の
如
青
き
踏
む

ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
踊
り
た
く
な
る
花
の
昼

の
ど
け
し
や
暇
も
て
あ
ま
す
猫
欠
伸

絶
滅
の
危
惧
種
と
聞
き
て
桔
梗
苗

葉
桜
や
末
等
の
く
じ
二
百
円

飛
花
落
花
終
着
駅
は
わ
が
畑

句
に
詰
ま
り
春
山
な
が
め
深
呼
吸

祠
佛
拝
し
て
払
ふ
春
の
塵

永
き
日
や
入
日
灯
り
に
鍬
洗
ふ

武
士
の
倣
い
か
城
に
散
る
桜

覗
き
こ
む
四
月
人
事
の
新
聞
紙

花
万
朶
佳
麗
に
写
す
ド
ロ
ー
ン
か
な

八
十
路
女
の
口
笛
鳴
ら
で
花
の
下

孫
笑
ふ「
あ
く
び
の
歌
」や
夏
立
ち
ぬ

あ
や
め
咲
く
や
懐
か
し
君
の
遺
作
展

盛
り
過
ぎ
た
れ
ば
水
仙
三
つ
編
に

花
の
昼
新
元
号
の
大
見
出
し

卒
業
生
次
々
覗
く
う
さ
ぎ
小
屋

手
の
ひ
ら
に
命
つ
た
は
る
種
袋

春
ゆ
く
や
鍵
束
の
鍵
ひ
と
つ
消
え

上

　野

　

 

笛

　吹

　定

　子

「
定
子
」
と
ふ
名
に
ほ
だ
さ
れ
て
九
十
年

　
　
　
　
　
　「
令
和
」
の
御
代
に
命
つ
な
が
む

評
）定
の
字
解
は
安
定
だ
そ
う
で
す
。定
子
と
い
う
名
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
て
の
九
十
年
は
、

平
穏
で
あ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。令
和
の
時
代
も
、ま
す
ま
す
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

す
ぐ
乾
く

一
握
り
も
な
き

洗
ひ
髪

選
評

　洗
い
髪
は
普
通
で
も
一
握
り
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
齢
を
重
ね
ま
す
と
髪

の
質
も
量
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
洗

い
髪
を
縁
側
か
庭
先
で
そ
よ
吹
く
風
に

な
び
か
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

お
や
お
や
も
う
乾
い
て
い
る
・
・
・
。

ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
使
わ
な
く
も
す
ぐ
乾

く
ん
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
い
つ
の
間
に

か
髪
も
薄
く
な
っ
て
き
た
な
ぁ
。
日
常

の
一
コ
マ
を
し
み
じ
み
と
詠
ま
れ
、

「
一
握
り
」
に
来
し
方
の
沢
山
の
人
生

の
あ
り
様
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
深
い
良
い
句
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

西
大
道

　安
川

　信
子

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
９
１
５―

０
８
１
１

越
前
市
本
多
二
丁
目
１
０―

２
２

　
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
　
企
画
管
理
課

　
　
作
品
締
切
：
６
月
５
日
必
着
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新
し
い
総
代
の
方
々
で
す

令
和
元
年
五
月
一
日
就
任
（
任
期
三
年
）

〈
武
生
地
区
〉

（
北
府
）池

田

　正
男

加
藤

　一
行

（
平
出
）関

　
　正
明

佐
々
木
一
高

谷
川

　正
美

（
上
市
）田

中

　
　泰

（
姫
川
）廣

田

　栄
作

〈
神
山
第
一
地
区
〉

（
三
ッ
口
町
）

杉
原

　賢
治

（
千
福
町
）

上
坂

　迪
夫

増
田
市
左
エ
門

田
中

　靖
夫

（
妙
法
寺
町
）

青
木

　源
久

川
口

　賢
之

（
高
瀬
町
）

石
田

　
　智

（
常
久
町
）

小
泉

　孝
義

（
行
松
町
）

政
所

　
　保

越
井

　秀
夫

（
松
森
町
）

山
本

　俊
栄

吉
江

　達
郎

（
沢
町
）三

好

　憲
雄

（
岡
本
町
）

田
中

　憲
男

田
中

　達
雄

〈
神
山
地
区
〉

（
上
広
瀬
町
）

安
井

　貞
彦

田
中

　義
信

西
野

　正
幸

川
上

　晴
男

西
出

　和
男

安
井

　慎
治

北
川

　久
雄

（
下
広
瀬
町
）

庭
本

　久
則

小
林

　和
明

庭
本

　繁
行

畠
中

　崇
宏

丸
山

　和
男

仲
野

　豊
松

片
山

　信
幸

山
奥

　信
昌

（
池
ノ
上
町
）

青
木

　達
夫

酒
井
西
二
郎

渡
辺

　啓
蔵

道
場

　敏
和

南
山

　龍
雄

山
口

　輝
男

柳
生

　俊
之

〈
吉
野
地
区
〉

（
本
保
町
）

伊
藤

　辰
夫

中
村

　
　正

田
中

　
　博

（
片
屋
町
）

永
田

　政
信

永
田

　義
治

上
野

　利
雄

井
上

　俊
幸

吉
田

　輝
幸

三
好

　信
義

直
江

　政
男

安
久
弥
兵
衛

（
氷
坂
町
）

永
宮

　
　茂

佐
々
木
憲
治

（
余
田
町
）

福
塚

　光
徳

竹
内

　正
宏

竹
内

　政
一

近
藤

　敏
勝

増
田

　孝
行

増
田

　吉
勝

片
山

　淑
子

（
家
久
町
）

水
野

　
　豊

奥
野

　幸
司

岸
本

　
　馨

河
野

　正
憲

笹
川

　信
一

笹
川

　豊
作

笹
川

　純
一

水
野

　與
修

堀
端
の
り
子

田
辺
前
左
エ
門

（
芝
原
町
）

石
田

　勝
治

仲
村

　義
一

〈
国
高
地
区
〉

（
村
国
一･

二
）

中
野

　昭
一

堀
井

　敬
三

稲
本

　穣
治

辻
本

　介
一

（
村
国
三
）

松
原

　一
男

堀
井

　栄
一

稲

　
　総
一

（
八
幡
）北

畑

　丈
助

上
嶋

　俊
義

（
押
田
）宇

野
啓
治
郎

（
横
市
町
）

谷
口
登
喜
雄

吉
田

　新
治

平
野

　由
治

吉
田

　孝
博

川
﨑

　藤
寿

（
庄
町
）上

田

　孝
幸

木
下

　修
一

（
塚
町
）井

上

　哲
夫

片
岡

　秀
雄

小
形

　善
修

小
形

　弘
道

小
形
矢
佐
次

（
国
高
三
）

田
畑

　周
市

（
馬
上
免
町
）

北
畑

　繁
喜

（
稲
寄
町
）

吉
田

　利
夫

吉
田

　裕
治

吉
田

　久
弥

（
瓜
生
町
）

田
邉

　達
郎

舘

　
　昭
夫

三
田
村
善
衛

田
辺

　伊
市

兵

　
　
　勝

堀
川

　覚
年

兵

　
　
　満

（
高
木
町
）

萩
原

　太
和

塚
崎

　岩
雄

萩
原

　博
行

塚
﨑

　嘉
和

清
水

　孝
一

上
木

　秀
子

上
木

　隆
扶

幸
道

　寛
明

幸
道

　俊
和

〈
大
虫
地
区
〉

（
大
虫
町
）

永
崎

　善
一

永
坂

　
　等

田
中

　利
博

土
谷

　由
幸

佐
々
木

　一

田
中

　善
朗

地
代

　裕
尚

佐
々
木

　浩

髙
木

　謙
治

（
大
虫
本
町
）

砂
村

　
　勝

髙
木

　明
義

砂
村
幸
一
郎

齋
藤

　弘
幸

天
谷

　茂
樹

（
上
四
目
町
）

伊
藤

　和
夫

伊
藤

　篤
司

（
下
四
目
町
）

田
中

　豊
三

田
中

　
　護

（
高
森
町
）

菱
川

　英
寛

伊
藤

　
　豊

（
丹
生
郷
町
）

髙
田

　義
範

水
上

　正
美

（
三
ツ
俣
町
）

上
嶋

　高
義

奥
山

　龍
夫

（
横
根
町
）

青
山

　陽
一

（
北
山
町
）

佐
々
木
一
雄

小
原

　義
信

奥
谷
久
美
子

熊
谷

　堅
一

（
上
太
田
町
）

大
久
保

　旭

増
田

　輝
男

竹
内

　良
行

（
下
太
田
町
）

久
野

　貴
寛

（
新
保
町
）

前
澤

　曠
士

三
好

　絹
子

前
澤

　昌
美

（
新
町
）中

嶋

　芳
郎

（
小
松
）岡

川

　正
明

〈
坂
口
地
区
〉

（
中
津
原
町
）

谷
口

　諒
一

野
村

　孝
雄

浅
井

　東
治

（
下
中
津
原
町
）

下
出

　敏
裕

藤
木

　保
男

谷
口

　正
彦

（
下
別
所
町
）

田
中

　禎
仁

（
湯
谷
町
）

山
本

　幸
男

田
中

　和
夫

（
勾
当
原
町
）

川
端

　吉
秋

髙
木

　
　亮

髙
木

　幸
廣

（
中
山
町
）

内
山

　久
信

山
下

　
　勝

〈
王
子
保
地
区
〉

（
四
郎
丸
町
）

石
田

　裕
治

斉
藤

　
　但

山
本

　和
秀

石
田

　吉
彦

大
橋
廣
之
進

（
塚
原
町
）

小
泉
憲
志
郎

宮
本

　賢
一

（
白
崎
町
）

大
友

　達
夫

川
﨑

　典
伯

小
泉

　
　哲

藤
井

　俊
弘

川
口

　明
範

小
泉

　治
和

（
春
日
野
町
）

吉
田

　節
夫

榎

　
　光
広

榎

　
　泰
章

（
今
宿
町
）

藤
木

　
　満

田
中

　俊
昭

金
子

　芳
巧

福
田

　茂
博

（
国
兼
町
）

野
口

　雅
夫

出
口
二
三
夫

出
口
成
津
雄

桑
原

　嘉
紀

高
井
喜
久
治

（
大
塩
町
）

笠
嶋

　哲
雄

谷
口

　和
徳

小
泉

　有
宏

谷
口

　
　彰

谷
口
文
右
衞
門

（
上
小
松
町
）

飯
塚

　道
夫

（
森
久
町
）

谷
口
喜
代
士

藤
木

　正
治

（
瓜
生
野
町
）

水
上
千
代
治

（
中
平
吹
町
）

近
藤

　数
信

佐
治

　直
哉

青
木

　喜
雄

三
田
村
幸
一

佐
治

　卯
門

三
田
村

　庵

（
下
平
吹
町
）

神
門

　和
人

三
田
村
嘉
則

〈
北
新
庄
地
区
〉

（
北
町
）加

藤

　一
守

岩
尾

　
　忠

上
島

　
　昇

小
柳
茂
兵
衛

片
岡

　耕
治

小
柳

　
　茂

上
田

　甚
一

岩
尾

　信
治

八
木

　正
晴

福
岡

　広
一

佐
々
木

　寛

（
杉
崎
町
）

関
本

　健
一

宮
本

　武
夫

関
本
新
右
衛
門

（
真
柄
町
）

牧
田

　正
廣

長
谷
川
善
成

栗
田

　博
幸

辻

　
　照
雄

（
戸
谷
町
）

井
美

　公
一

清
水

　栄
一

清
水
奥
一
郎

清
水

　俊
之

佐
々
木
宏
之

（
長
尾
町
）

玉
村

　直
人

玉
村

　
　元

（
中
新
庄
町
）

市
川

　武
夫

夏
目

　正
樹

福
島

　幸
一

福
島

　信
行

北
野
喜
與
一

中
條

　健
一

田
地

　和
彦

夏
梅

　秀
典

（
三
ツ
屋
町
）

納
村

　
　正

尾
形

　秀
人

尾
形

　言
成

〈
北
日
野
地
区
〉

（
矢
放
町
）

佐
野
太
治
郎

谷
口

　一
雄

川
端

　茂
男

（
帆
山
町
）

田
中

　
　彰

山
内

　修
二

（
矢
船
町
）

川
﨑

　英
嗣

野
村

　勝
則

（
向
新
保
町
）

服
部
四
郎
右
エ
門

服
部

　常
雄

（
畑
町
）三

山

　修
治

山
口

　治
一

（
小
野
谷
町
）

杉
本

　輝
彦
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谷
口

　巌
夫

杉
本

　義
弘

松
村

　誠
一

（
西
谷
町
）

牧
野

　喜
信

（
荒
谷
町
）

松
原

　征
夫

（
平
林
町
）

大
塚

　善
治

上
山

　治
樹

大
塚

　秀
樹

大
塚

　敏
郎

（
庄
田
町
）

岸
本

　茂
樹

大
塚

　弘
子

河
端
き
み
子

（
大
手
町
）

伊
藤

　征
治

（
西
尾
町
）

山
形

　秀
幸

髙
島

　建
己

飯
田

　博
彦

河
端

　英
憲

河
端

　達
男

山
本

　幸
浩

高
木

　
　勲

（
岩
内
町
）

玉
村

　俊
仁

前
田

　治
利

竹
内

　正
和

竹
内

　敬
一

（
大
屋
町
）

山
田

　正
弘

平
井

　伸
一

北
野
重
太
郎

坂
野

　憲
男

（
葛
岡
町
）

長
谷
川
浩
之

〈
味
真
野
地
区
〉

（
入
谷
町
）

岸
梅
與
志
弘

橋
本

　良
一

坂
井

　俊
也

（
中
居
町
）

宮
本

　重
治

紙
屋

　憲
和

飯
田

　広
幸

中
川

　一
郎

（
蓑
脇
町
）

山
本

　敏
和

萩
原

　惣
一

畠
山

　忠
良

畠
山
重
左
久

（
檜
尾
谷
町
）

佐
々
木
久
幸

蓑
輪

　貞
彦

（
余
川
町
）

三
田
村
範
幸

宮
本
ま
ち
子

麹

　
　利
之

（
池
泉
町
）

渋
谷
喜
久
雄

池
田

　幸
雄

（
上
文
室
町
）

水
上

　正
一

石
塚
吉
太
夫

（
下
文
室
町
）

山
口

　光
雄

宮
本

　豊
久

山
口

　博
信

（
萱
谷
町
）

土
井

　美
暁

清
水

　一
美

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

土
本

　則
文

中
野

　博
美

（
小
山
町
）

佐
々
木

　勉

三
田
村
俊
行

光
川

　勝
司

（
吉
村
町
）

光
川

　謙
三

（
五
分
市
町
）

宇
野

　孝
恵

佐
々
木
一
則

加
藤

　松
治

市
川

　善
一

（
清
水
頭
町
）

紙
屋
仲
右
エ
門

（
上
真
柄
町
）

玉
崎

　清
二

（
徳
間
町
）

玉
村

　
　泉

髙
坂

　則
雄

（
口
宮
谷
町
）

辻

　
　俊
和

斉
藤

　
　東

（
奥
宮
谷
町
）

吉
田

　俊
弘

玉
村

　正
夫

堀
田

　光
彦

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

恒
本

　明
勇

恒
本

　
　納

（
二
階
堂
町
）

佐
内

　孝
美

（
千
合
谷
町
）

小
林

　一
男

中
嶋

　敏
夫

（
菖
蒲
谷
町
）

林

　
　茂
幸

（
堀
町
）黒

田

　誠
毅

（
土
山
町
）

田
中

　丈
男

西
谷

　
　啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

仲
谷

　正
孝

小
原

　正
雄

（
丸
岡
町
）

山
腰

　
　進

大
西

　藤
夫

大
西

　浩
之

出
口

　慎
一

（
沓
掛
町･

日
の
向
町
）

田
中

　隆
至

（
勝
蓮
花
町･

源
相
野
町
）

山
口

　和
男

（
小
野
町
）

大
柳

　勇
雄

大
平

　
　正

（
上
黒
川
町
）

谷
口

　和
芳

棗

　喜
三
雄

大
門

　正
美

（
下
黒
川
町
）

生
田

　正
一

生
田

　健
一

（
安
養
寺
町
）

表
利
右
衞
門

加
藤

　弘
一

竹
原

　幸
記

下
野

　重
和

薮
上
與
四
郎

横
山

　一
衛

上
野

　
　博

酒
井

　正
信

稲
場

　茂
昭

竹
下

　眞
一

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

時
岡

　
　伸

堀
江

　幹
夫

中
井

　
　勉

（
小
杉
町
）

佐
野

　政
夫

新
谷

　英
夫

（
牧
町
）後

　
　琢
巳

（
若
須
町
）

滝
見

　俊
行

（
中
野
町･
萩
原
町
）

嶋
田

　哲
男

山
下

　光
之

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

井
上

　
　博

井
上

　洋
一

中
村

　浩
一

中
村

　耕
二

竹
下

　悦
子

（
西
大
道
）

川
﨑

　藤
次

加
藤

　伊
平

橋
本
多
佳
志

谷
口

　康
聡

（
東
谷
）前

川

　義
一

山
根

　治
和

田
中

　正
則

（
清
水
）坂

本

　謙
一

奥
谷

　圭
嗣

宇
野

　賢
治

（
脇
本
）髙

木

　寿
夫

今
村

　吉
信

今
村

　正
人

今
村

　彰
夫

（
嶋
・
日
野
）

嶋
﨑

　秀
幸

林

　
　和
一

（
上
平
吹
）

近
藤

　政
博

平
澤

　尚
幸

奥
村

　隆
雄

（
鋳
物
師
）

諸
山

　廣
多

片
山

　明
則

中
村

　甚
一

中
村

　嘉
夫

中
村

　沢
一

山
本

　
　公

（
下
牧
谷
）

桂
川

　
　昭

宮
地

　幹
男

宮
地

　勝
春

宮
地

　清
作

（
上
牧
谷
）

桂
川

　静
雄

竹
内

　弘
行

桂

　慶
一
郎

（
上
野
）馬

渕

　正
人

笛
吹

　光
明

能
州

　裕
一

笛
吹

　恒
治

谷
嵜
甚
右
ヱ
門

小
池

　和
秀

代
継

　淳
一

森

　
　貴
之

河
原

　広
則

（
堂
宮
）岩

端

　宏
泰

井
上

　幹
雄

（
金
粕
）井

上

　正
幸

前
田

　政
宣

（
中
小
屋
）

植
村

　辰
幸

植
村

　功
吉

山
本

　俊
憲

澤
﨑

　良
博

（
阿
久
和
）

赤
澤

　
　孝

嶋
﨑

　欽
造

嶋
﨑

　淑
憲

嶋
﨑

　輝
雄

（
鯖
波
）掃

部

　祐
助

門
前

　信
二

笛
吹

　
　巧

（
奥
野
々
）

藤
木

　光
二

青
木

　俊
昌

谷
口

　晶
則

（
上
別
所
）

井
上

　
　昇

井
上

　隆
信

（
関
ヶ
鼻
）

井
上

　
　實

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）森

下

　鍈
一

松
田

　泰
博

（
山
王
）松

浦

　幸
雄

落
井

　豊
次

（
日
吉
）出

口

　英
雄

落
井

　隆
也

（
天
王
）山

口

　博
幸

山
口

　聖
司

（
稲
荷
）山

口 

　巌

（
八
幡
）谷

口

　晴
俊

高
橋

　貞
義

（
旭
）

小
林

　
　悠

城
野

　庄
一

三
田
村

　寿

（
八
乙
女
）

谷
崎

　市
朗

藤
田

　文
哉

澤
田

　政
男

（
燧
）

山
際

　脩
二

八
田

　峰
男

（
社
谷
）小

山

　喜
一

朝
倉

　忠
男

（
久
喜
）牧

野

　一
男

小
林

　明
夫

（
長
沢
）吉

田

　正
宏

（
馬
上
免
）

谷
口

　隆
雄

小
林

　雅
彦

（
古
木
）蔵

谷

　一
男

南

　
　良
一

辻

　
　武
雄

臼
谷

　正
人

大
塚

　逸
夫

（
上
温
谷
）

伊
藤

　政
美

（
小
倉
谷
）

山
﨑

　孝
一

永
野

　正
義

藤
川

　一
治

河
原

　正
通

（
瀬
戸
）伊

藤

　
　求

岡
本

　君
男

安
藤

　誠
一

（
杉
谷
）石

渡

　啓
一

辻

　
　雅
照

川
本

　繁
和

（
杣
木
俣
）

青
木

　昌
則

（
今
庄
）鈴

木

　愼
吾

中
山

　敏
幸

柴
田

　俊
幸

野
村

　浩
治

（
南
今
庄
）

赤
田

　
　洋

赤
田

　栄
一

（
下
新
道
）

中
村

　忠
郎

中
村

　広
和

（
上
新
道
）

横
谷

　
　忍

阿
津
川
昭
文

田
中

　利
治

（
大
桐
）艸

分

　英
治

川
端

　則
雄

（
二
ツ
屋
）

髙
野

　敬
士

（
合
波
）田

野
中

　優

竹
原

　仲
成

小
不
動
勝
史

（
大
門
）土

田

　喜
計

竹
内

　隆
幸

（
孫
谷
）山

﨑

　幸
治

赤
澤

　敏
宏

（
荒
井･

八
飯
）

小
林

　雄
二

野
﨑

　和
彦

藤
井

　早
雄

澤
﨑

　康
彦

（
宇
津
尾
）

澤
﨑

　義
一

奥
田
東
茂
二

篠
田

　恵
治

岩
﨑

　孝
信

坊
田

　哲
雄

（
橋
立
）藤

原

　
　堅

高
嶋

　政
和

（
広
野
）松

田

　良
一

龍
崎

　政
廣

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山

　博
実

松
本

　
　優

（
河
内
）網

田

　浩
淳

麻
河

　
　正

（
具
谷
）山

内

　孝
夫

西
山

　郁
夫

（
赤
萩
）小

角

　
　譲

江
端

　一
郎

惣
次

　健
一

（
河
野
）山

田

　志
信

治
部

　英
二

小
亀

　悟
美

（
今
泉
）浜

野

　好
己

宮
下

　忠
義

（
甲
楽
城
）

北
野

　雄
二

神
戸

　一
喜

橋
詰

　正
明

清
水

　美
征

大
倉
利
喜
夫

生
駒

　一
義

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木

　行
雄

大
下

　
　彰

大
浦

　
　明

向
瀬

　幸
恵

木
津

　文
和

向
瀬

　利
昭

（
敬
称
略
）

17

連
載
第
2
2
5
回

日
本
の
田
舎
も
国
際
都
市
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先

日
、
大
阪
城
に
観
光
に
行
っ
た
の
だ
が
、
観
光
客
の
ほ
と
ん

ど
は
中
国
人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
方
々
で
あ
っ
た
。
昔
、
ハ
ワ

イ
に
行
っ
た
時
も
、
外
国
語
よ
り
も
日
本
語
ば
か
り
が
聞
こ

え
て
き
て
、
異
国
情
緒
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
観
光
地
や
駅
の
標
識
・
看
板
の
類

は
い
ろ
い
ろ
な
外
国
語
で
表
示
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。
近

い
内
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
る
し
、
こ
う
し
た
標

識
・
看
板
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と

も
越
前
市
内
に
は
「
ら
く
」
と
か
「
し
く
ら
」
と
か
、
日
本

人
で
も
読
め
な
い
看
板
も
あ
る―

―

。
（
つ
づ
く)

今
年
も
田
植
え
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
が
秋
ま
で
立

派
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。岩

内
町

　前
田

　考
子

我
が
家
に
も
き
れ
い

に
咲
い
て
い
ま
す
。
玄
関

な
ど
に
飾
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

大
良

　上
島
サ
カ
エ

早
春
の
花
は
終
わ
り
ま

し
た
が
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花

を
は
じ
め
フ
ジ
、
ボ
タ

ン
、
ヤ
マ
ブ
キ…

街
路
樹

で
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
色
と

り
ど
り
に
我
を
見
て
と

ば
か
り
に
咲
き
元
気
を

も
ら
え
る
春
で
す
ね
。

池
泉
町

　小
谷
冨
美
子

ゴボウとレンコンのキーマカレー
■作り方■材料（3人分）
①レンコン、ゴボウは1cm程度のさいころ切りにして酢水（材料

外）にさらす。ニンニクはみじん切り。

②深めのフライパンにサラダ油をひき、Aを炒める。

③②に混ぜ合わせたBを入れ水気がなくなるまで煮込む。

④器にご飯と③を盛り付け、目玉焼きをのせて出来上がり。飾りに

葉ニンジン（材料外）を添える。

Ａ

　レンコン………………

　ゴボウ………………

　合いびき肉…………

　ニンニク………………

　

ご飯………………………

目玉焼き…………………

サラダ油………………

1節

1/2本

200g

1片

3膳

3つ

適宜

B

　かつおだし………

　カレー粉…

　おろしショウガ……

　さんしょう………

　塩…………

　トマトピューレ……

　砂糖……………

　みりん…………

2カップ

大さじ1と1/2

小さじ2

小さじ1

小さじ1と1/2

大さじ3

大さじ1/2

大さじ1/2
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休日当番医 令和元年５月７日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
6月

今 立 中 央 病 院

池 端 病 院

中 村 病 院

林 病 院

中 村 病 院

・

・

・

・

・

斎 藤 医 院

平井眼科内科クリニック

越前外科内科医院

平 井 皮 ふ 科 医 院

吉 田 皮 膚 科 医 院

2日

9日

16日

23日

30日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,828人（正5,214人・准5,614人）
組合員戸数 10,127戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

123,080

22,425

404,007

2,855

597

ー 2020年度採用職員募集要項 ー
●応募資格
　上級：大学卒業後４年以内及び 2020 年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。
　中級：短大卒業後４年以内及び 2020 年３月まで
　　　　に卒業見込みの者、またはこれに準ずる者。

●採用試験の内容
　（１）筆記試験　（２）面接試験

●試験日時
　（１）筆記試験　2019 年６月１７日（月）（予定）
　（２）面接試験　2019 年７月１８日（木）（予定）

●会場
　越前たけふ農協会館（越前市本多２丁目１０－２２）

職員募集についての詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

職員募集のお知らせ
●申し込み方法
　電話・FAX・メール・書面等で、下記の内容をお知らせ
　ください。

　　氏名・帰省先住所・在学校名（卒業校名）
　　連絡先住所・電話番号・携帯電話番号

　履歴書（当ＪＡ様式）を送付いたします。

●受付期間
　2019 年５月１日（水）～６月７日（金）

●採用予定者数
　４名

ＴＥＬ：（0778）22－1111　FAX：（0778）21－2510
E-mail：kanri@etakefu.ja-fukui.or.jp

ＪＡ越前たけふ 総務部 企画管理課
担当：三田村・増田

定年を迎える前のご準備、

人により異なる「有利な選

択肢」等セカンドラ
イフの参考に役立
つ情報満載！でお届
け致します。

聞いて納得･知って得する情報を年金専門の社会保険労務士が分かりやすくご説明致
します。既に年金受給中の方も、定年はまだ先という方も、是非ご参加下さい。

※お申込み・お問合せは
　各支店まで

2019年

2

福井県１ＪＡ合併構想に対する
機関決定について

福井県１ＪＡ合併構想に参画せず

今般の福井県１ＪＡ合併構想

に対する意向調査につきまし

て、ご協力いただき厚く感謝申

し上げます。意向調査では皆様

から合併構想に対する大変貴重

なご意見を多数いただき、ま

た、４月２１日（日）開催の福

井県１ＪＡ合併構想に対する意

向調査 結果説明会においても建

設的なご意見を賜りました。

皆様からご回答いただいた意

向調査の集計結果並びに貴重なご意見を基に、４月２４日（水）

開催の第１１５回理事会並びに５月１０日（金）開催の臨時理

事会において、熟慮に熟慮を重ね慎重に審議した結果、今日

迄の当ＪＡ独自の取り組みが継続できないことなどから福井県

１ＪＡ合併構想には参画しないことが機関決定されました。

今回いただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後の事

業運営に反映していけるよう努力し、今迄以上に信頼・評価さ

れるＪＡを目指し、健全経営に努めてまいります。
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福井県１ＪＡ合併構想に対する
意向調査 集計結果

発送数 合　計

2019年４月15日 現在
（単位：人）

2019年２月25日 発送

回収率賛　成

正組合員 5,209

534

5,555

987

11,751

402

117

219

66

687

28.9%

27.5%

32.1%

31.6%

30.1%

934

292

415

130

1,479

67.0%

68.5%

60.9%

62.2%

64.8%

57

17

48

13

118

4.1%

4.0%

7.0%

6.2%

5.2%

26.7%

79.8%

12.3%

21.2%

19.4%

1,393

426

682

209

2,284

准組合員

女性部員

合　計

うち総代

反　対 無回答

正組合員
全　体

賛成
28.9％

反対
67.0％

無回答
4.1％

賛成
30.1％

反対
64.8％

無回答
5.2％

総　代

賛成
27.5％

反対
68.5％

無回答
4.0％

准組合員

賛成
32.1％

反対
60.9％

無回答
7.0％

女性部員

賛成
31.6％

反対
62.2％

無回答
6.2％

19

※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

マイカーローン

《詳しいお問い合せはJA各支店まで》

6

１６年目以降（固定）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

年

当初５年間（固定）

最優遇金利基準金利

６年目以降（固定） 年

年 0.50%～1.00%
（固定）車の購入資金等に

月 の 金 利

※福井県農業信用基金協会の保証を付与

※ローンセンター廃止に伴い、土・日については上記内容にて各基幹支店にてローン相談会を開催します。

地 域 農 業 応 援 資 金
乾　燥　機
トラクター（7年以内）
コンバイン

農　　　舎（25年以内）

その他運転資金

※福井県農業信用基金協会の保証付保（年0.35％の保証料）が必要
となりますが、保証料はJAが負担します。（お客様の保証料は0
円となります。）

（条件・当初借入金額100万円以上、借入期間１年以上、25年以内
とします。）

■金利引き下げ条件
・５万円以上の給与振込…0.1％
・JAカード（NICOS一体型カード）利用…0.1％
・債務者、連帯債務者の父母、祖父母のうち当JAで年金受取…0.1％
・J倶楽部会員…0.1％
上記条件にて、最高0.2％の軽減をいたします。

金利には団体信用生命共済基本料が含まれております。
別途 ・３大疾病 ＋0.1％ ・９大疾病 ＋0.3％

※福井県農業信用基金協会の保証を付与

1.00%

1.40%年

年1.20%

年0.30%年0.50%

1.60%年

（固定）
0.50%

3年間は0.3％
利子補給がある

ため実質年利

0.2％

JA Calendar

編集後記 皆様はゴールデンウィークどのように過ごされましたか？ 
旅行に行ったり自宅でゆっくり、それとも農作業でしょうか。

これから気温もどんどん高くなっていくので、こまめに水分を取るなど熱中症対策も
十分にとり作業に取り組んでください。（谷口）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
28

4

11

18

25

2

29

5

12

19

26

3

26

2

9

16

23

30

27

3

10

17

24

1

30

6

13

20

27

4

31

7

14

21

28

5

1

8

15

22

29

6

ローン相談会
（中央支店）

ローン相談会
（東部支店）

第117回理事会
㈱コープ武生取締
役会

ローン相談会
（中央・東部支店）

全員外務日

ローン相談会
（南条支店）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（平出・国高・南条）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（王子保・今庄）

「農・食・遊」ふれあい祭
JA年金受給感謝大会
ローン相談会
（南条支店）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（王子保・今庄）

ＪＡ－ＳＳ感謝デー
（平出・国高・南条）

ローン相談会
（東部支店）

年金相談会（王子保支店）
ローン相談会
（東部・南条支店）
使用済農業用生産資材の回収

年金相談会
（東部支店）

全員外務日

元日
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先着200名様




